
                           

族
の
物
語
」
と
言
う
写
真
集
が
あ
り

ま
す
。
笑
顔
や
お
年
寄
り
の
顔
、
昨 

年
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
手
、
石
木

川
で
水
遊
び
し
て
い
る
少
年
た
ち
の

歓
声
、
毎
年
開
か
れ
る
ホ
タ
ル
祭
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ウ
ラ
へ
続
く 

      
 

                          

                                

                                

 
 

                           

う
な
こ
と
は
頭
も
よ
ぎ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。 

町
長 

 

壇
上
で
答
弁
し
た
通
り
で
す
。 

久
保
田
町
議 

 

「
石
木
川
の
ほ
と
り
に
て
１
３
家 

 

久
保
田
か
ず
え
町
議 

５
月
１
５
日
、
県
は
反
対
地
権
者

１
３
世
帯
の
内
、
残
り
９
世
帯
の
家

屋
を
含
む
約
９
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

未
買
収
の
土
地
に
つ
い
て
、
県
の
収

用
委
員
会
に
裁
決
申
請
を
行
い
、
６

月
１
０
日
に
裁
決
申
請
は
受
理
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
の
方
々
は

一
貫
し
て
ダ
ム
建
設
に
反
対
し
続
け

て
い
ま
す
。 

そ
の
理
由
は
、
こ
の
石
木
ダ
ム
建

設
事
業
が
全
く
不
要
な
事
業
に
も
関

ら
ず
、
川
原
の
自
然
環
境
の
み
な
ら

ず
、
川
原
で
生
き
て
き
た
人
生
を
根

底
か
ら
奪
う
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の

保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る 

 

 

 
 

  
違
憲
な
事
業
で
あ
る
か
ら
で
す
。 

４
月
２
５
日
、
長
崎
地
方
裁
判
所

に
お
い
て
、
石
木
ダ
ム
事
業
認
定
仮

処
分
取
消
請
求
事
件
の
第
一
回
口
頭

弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
事
者
は
、

石
木
ダ
ム
反
対
の
経
過
か
ら
長
崎
県

の
強
硬
姿
勢
を
批
判
、
不
要
な
ダ
ム

建
設
、
川
原
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

と
、
そ
こ
で
暮
ら
す
権
利
の
主
張
、

日
本
で
初
め
て
の
居
住
地
の
収
用
の

違
憲
性
、
計
画
か
ら
５
４
年
経
っ
て

も
で
き
な
い
ダ
ム
は
不
要
な
ダ
ム
で

あ
る
事
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
県
は
裁

決
申
請
を
行
い
ま
し
た
。 

２
０
１
４
年
８
月
、
反
対
地
権
者

の
方
が
た
は
、
土
地
調
書
・
物
件
調

書
の
作
成
で
県
が
町
長
に
対
し
、
立

会
及
び
署
名
を
求
め
た
場
合
に
は
、

こ
れ
を
拒
否
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

請
を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
町
長
は
、

地
権
者
の
代
理
で
署
名
、
押
印
す
る

も
の
で
な
く
、
書
類
に
不
備
が
な
け 

れ
ば
署
名
す
る
と
言
わ
れ
、
ダ
ム
室

長
が
代
理
で
行
い
ま
し
た
。 

今
回
も
署
名
、
押
印
さ
れ
る
の
か

尋
ね
ま
す
。 

町
長 

 

石
木
ダ
ム
建
設
事
業
は
憲
法
違
反

で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。 

 

問
題
が
な
い
事
を
確
認
し
３
月
１

６
日
と
２
５
日
に
署
名
、
押
印
し
た
。 

      
久
保
田
町
議 

 

県
の
収
用
委
員
会
は
、 

目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
審
査
し
て

補
償
金
を
決
め
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
住
ん
で
い
る
方
の
奪
わ
れ
る

も
の
は
、
お
金
に
変
え
ら
れ
な
い
文

化
や
歴
史
、
生
活
、
故
郷
そ
の
も
の
。

そ
れ
ら
が
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
ま
す
。 

少
な
く
と
も
町
長
は
、
収
用
委
員

会
の
方
た
ち
よ
り
川
原
の
住
民
の
事

を
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

署
名
、
押
印
さ
れ
た
時
、
こ
の
よ 
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日
本
共
産
党
川
棚
支
部 

町
議
会
議
員 

久
保
田
か
ず
え

電
話
（
８
３
）
２
３
９
８

日
本
共
産
党
川
棚
支
部
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す

。

久保田かずえ町議 

６
月
１
９
日
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
た
６
月
議
会
に
お
い
て
久
保
田
か
ず
え
町
議
は
、
石

木
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
６
回
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 川
原
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
未
来
を
守
ろ
う 

「
石
木
ダ
ム
建
設
」
は
白
紙
撤
回
を 

参議院選挙の結果について 

 ７月１０日投開票でおこなわれた参議院議員選挙は、野党と市民が力をあわせてたたかう、

戦後かつてない選挙となりました。 
  野党と市民の共闘は、全国３２の１人区すべてで野党統一候補を実現し、１１の選挙区で

自民党候補に勝利しました。 
 日本共産党は、比例代表選挙で５議席を獲得し、選挙区選挙では東京で当選を勝ち取り、改

選３議席を６議席へと倍増させ、非改選とあわせて１４議席へと前進しました。 
 野党共闘と日本共産党への大きなご支援に、心よりの感謝を申し上げます。 
 東彼３町の得票結果をお知らせします。 

金子源二郎 西岡秀子

得票 得票 自公票 4野党 金子 西岡
東彼杵町 2,574 1,771 2,692 1,214 95.6% 145.9%
川棚町 3,692 3,080 3,783 2,310 97.6% 133.3%

波佐見町 4,527 2,660 4,474 1,953 101.2% 136.2%
県合計 336,612 285,743 363,428 203,463 92.6% 140.4%

東彼３町の選挙区の得票と比例得票比 　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

対比例票比例票

 

共産 自民 民進 公明 維新 生活 社民
東彼杵町 170 1,998 811 694 181 74 159
川棚町 540 2,577 1,422 1,206 388 119 229

波佐見町 255 3,274 1,381 1,200 411 132 185

　　　　　　　　　　　　東彼３町の比例得票

 

石木川 


